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１．はじめに 

 

積雪寒冷地域の冬期道路を管理する上では、広域的

な道路の視界状況を短時間で把握することが重要である。

著者らは、道路に設置されている多数のCCTVカメラから

送られている静止画像から道路上の視界状況を自動判別

する視界情報提供システムを開発した。本論文では、視

界情報提供システムの内容のほか、実際に視界情報提供

システムを2006/2007冬期に運用した成果について報告

する。 

 

２．CCTV画像を利用した視界情報提供システムの構築 

 

北海道では吹雪や降雪による著しい視界不良がしば

しば発生し、冬期の交通障害になっている。北海道の国

道には多数の道路監視用CCTVカメラが設置されており、

カメラの画面を人間が見ることで、現地の視界状況を把

握することができる。しかし、このような方法にはいく

つかの短所がある。 

①視界状況を知るには人間が画像見る必要がある 

②常時たくさんの画像を監視することが難しい 

③画像に示された視界の判定が見た人により異なる 

そこで、著者らは多数のCCTVカメラの静止画像から、

画像の視界状況を自動的に数値化し、道路管理者と道路

利用者を支援する視界情報提供システムを開発した。シ

ステムは、図1のように3つの装置（画像数値化装置、デ

ータ収集装置、送信装置）から構成される。 
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図1 視界情報提供システムの3つの装置 

 

 はじめに、静止画像キャプチャリングソフトが、CCTVカ

メラからの動画をもとに静止画像を抜き取る。視界情報提

供システムでは静止画像が必要となるためである。 

画像数値化装置は、静止画像から視認性情報“WIPS 

(Weighted Intensity of Power Spectrum)”を算出する。

WIPSは画像の空間周波数から求めた数値であり、視界が

良いときには画像のコントラストが大きく、視界不良時

にはコントラストが小さくなるという特徴がある1) 2) 3)。

さらに、画像数値化装置は、レベル1（視程500m以上）、
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レベル2（視程200～500m）、レベル3（視程100～200m）、

レベル4（視程100m未満）の4段階の視界情報に分類する。

視界情報は、画像見てドライバーが感じる視程とWIPSと

の関係を被験者実験から求めたものである4)。WIPSは画

像のコントラストを示す連続的な指標であるが、利用者

にとっては理解し難い数値である。視界状況を判断しや

すいようにWIPSを前述の視程ランクに分類した。 

データ蓄積装置は、WIPS、視界情報、静止画像、気

象データをデータベースに格納する。送信装置は、視界

情報をテキスト文字や絵文字に変換し、インターネット

を介して道路管理者やドライバーに伝える。 

 
３．吹雪時の視界情報提供実験 

 

 （１）実験内容 

 北海道の国道 231 号の道路沿い設置されている 12 箇

所の CCTV カメラによる視界情報を道路利用者に提供し、

視界情報が算出する視界情報の有効性に関する情報提供

実験を実施した。国道231号は日本海に沿って札幌市と

留萌市を結ぶ道路であり、冬期に日本海側からの強風に

よって吹雪による視程障害が頻発する路線である。実験

期間は2006年12月7日～2007年2月28日とした。 

図 2 に実験モニターに情報提供を行った Web 画面を

示した（カメラ⑫はカメラ画像の不調により情報提供を

中止した）。パソコン用のWeb画面では、視界情報の値

に応じた4種類の色別の絵文字を地図に重ねて表示し、

気象情報や一部地点の道路画像を掲載した。また、利用

者の交通行動の一助となるように、今後の気象予測情報

を提供した。携帯電話用のWeb画面では、携帯電話で情

報を確認する利用者の通信コストを考慮し、初期画面で

は視界情報のみを提供し、必要な情報は追って確認でき

るように構築した。また、視界が悪化して視界情報があ

るしきい値を下回った際には、視界情報提供システムか

ら視界不良を知らせる緊急メールをモニターに送信した。 

 実験では、15 分毎に自動的に算出した視界情報を、

表1に示す137名の実験モニターに提供した。 

図2 視界情報提供実験サイト（左：パソコン用のWeb画面、右：携帯電話用のWeb画面） 



表1 実験モニターの内訳一覧 
分類 人数 備考 

一般 31 名 石狩市、留萌市など 

運送業者 9 名 石狩市、増毛町、羽幌町 

バス業者 10 名 札幌市、羽幌町 

道路維持業者 3 名 石狩市 

関係機関 76 名 自治体、開発局事務所等 

合計 137 名  

 
 （２）視界情報提供システムの運用結果 
 視界情報提供システムを約 3 ヵ月間運用した結果、

画像取得が失敗した場合を除いて、安定して視界情報を

自動収集することができた。画像取得の失敗については、

静止画像キャプチャリングソフトの問題であり、ひとつ

の重要な課題であると考えている。 
視界情報の妥当性を確認するため、視界情報の値と

CCTV 画像を比較した例を図 3 に示した。図は視界不

良の発生した2007 年1 月9 日の事例である。図中には、

聚富における各正時の CCTV カメラ画像を示した。8
時、9 時と視界情報のレベルが大きくなる（視界を悪く

評価する）につれ、画像上でも明らかに視界不良が厳し

くなっていた。一方、10時から13時は視界不良も小康

状態となり、それに伴い視界情報のレベルは小さくなっ

ている。14 時からは再び画像上で視界不良が発生して

いることがわかる。それとともに、視界情報のレベルが

大きくなっていた。このように、視界情報の値は道路画

像に表れる視界状況の変化傾向を良く表現できていた。 
また、図 4 のように、長期にわたり視界情報を蓄積

することにより、道路区間による視界不良の発生状況の

違いを定量的に把握することができた。実験区間におい

ては、小谷、嶺泊、銭函付近で視界不良が発生しやすい

ことがわかった。 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3 2007年1月9日の視界情報提供結果と聚富における各正時のCCTVカメラ画像 
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図4 実験期間の視界情報蓄積結果（日中） 



 
（３）モニターによる評価 
 情報提供実験の終了後、視界情報提供システムの視界

情報が交通行動に対してどのように役だったかに関して、

アンケート調査を実施した。アンケート結果を図 5 に

示した。アンケートの回答者はモニターのうちの 67 名

であった。 
図のように、アンケートの回答者の約 80％は「安心

して運転することができるようになった」と回答してい

た。視界情報がドライバーの安心感向上に大きな効果を

与えたと考えられる。また、約 24％が「突然の視界界

不良にあわなくなった」、約 19％が「目的地への到着

が遅れなくなった」と回答している。これらのアンケー

ト結果は、視界情報提供システムの視界情報を道路利用

者に提供することは、冬期道路の安全性、定時性の向上

に役立つことを意味していると考えられる。 
 
４．まとめと今後の課題 

 
 視界情報提供システムによる視界情報提供実験から得

られた成果を以下にまとめる。 
 視界情報提供システムは CCTV カメラ画像を利用し

て、長期間安定して視界情報を算出し、それらの情

報を蓄積できた。 
 視界情報は実際の道路の視界状況を良く表現できて

いた。 
 視界情報の蓄積により、道路区間別の視界不良発生

傾向を把握することが可能となった。 
 視界情報を道路利用者に提供することにより、視界

不良時における利用者の交通行動を支援できること

がわかった。 
 
今後の課題としては、夜間の視界情報の実用化に向

けた検討が第一に挙げられる。また、前述のように視界

情報算出に用いる静止画像取得のエラーを少なくするこ

とも、安定的な視界情報を得るためには重要な課題であ

ると考えている。 
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